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はじめに
地域医療科学教育研究センター長　小田康友

　令和５（2023）年度は、COVID-19 が感染症法上の「５類感染症」へと移行し、社会的制
限が著しく緩和されたことを各大学医学部は、コロナ禍の教訓と成果を活かすべく、各大学
では教育の見直しが行われました。
　本学では、琉球大学との連携で獲得した文科省補助事業「ポストコロナ時代の医療人材養
成拠点形成事業─島医者・山医者・里医者育成プロジェクト（ER型救急・総合診療に対応
できる医師育成）」を軸に教育改善への取り組みを行いました。本事業は、島・山・里とい
う幅広い地域医療フィールドに対応するために、総合診療から初期救急に幅広く対応できる
基本的診療能力の養成を目指したカリキュラムモデルを導入しようとしています。
　そのために重視したのは、臨床前教育課程における基本的診療技能訓練である「臨床入門」
と、臨床実習における診療参加型実習の実質化でした。臨床技能は、医師法改定に伴い、共
用試験が公的化されたこともあり、教育内容を拡大し、評価を厳格化する必要がありました。
これは福森則男准教授と学生課教務を中心として診療科横断の体制で対応しました。
　臨床実習の改善のためには、４月より赴任した山下駿准教授をリーダーとする臨床実習
コーディネーターチームが活躍しました。臨床実習の現状と学生の満足度を調査し、診療科
の臨床指導担当教員と意志疎通を図ることにより、医学生の経験（症候・医行為）や満足度
を向上させ、Ｒ６年度の本学附属病院での臨床研修を行う研修医を５名増加させました。
　数理解析部門は、医学部あるいは附属病院と連携した基礎・臨床研究の推進，学部及び大
学院における統計学・物理学の教育・研究，という 活動を行っています。近年はAI・デー
タサイエンスの教育や研究にも貢献しています。
　このように、本学の教育改革は、当センター医学教育部門が企画し、導入・運営を担い、
数理解析部門（教育 IR室）がその成果や問題点の検証を担うという形が整いつつあります。
みなさまのご支援とご指導を心よりお願い申し上げます。



 

令令和和５５年年度度地地域域医医療療科科学学教教育育研研究究セセンンタターー    ススタタッッフフ  

  
◆ セセンンタターー長長  （教授） 小田  康友 

◆ 医医学学教教育育開開発発部部門門  
   部門長  （教授）  小田  康友 
           （准教授）坂本  麻衣子 

(准教授) 福森 則男 

(特任准教授) 山下 駿 

(特任助教) 井上 香（令和 5 年 11 月 1 日～） 
(特任助教) 溝口 ゆかり（令和 5 年 11 月 1 日～） 

  〔兼担〕 （教授）  青木  洋介 

           （特任教授）江村  正 

           （准教授）吉田  和代 

 

◆ 数数理理解解析析部部門門((教教育育 IIRR 室室))  
   部門長  （教授）  川口   淳 
           （准教授）富永   広貴 
  〔兼担〕 （准教授）高﨑   光浩 

  

◆ 福福祉祉健健康康科科学学部部門門 

   

 

◆ その他の職員 

           （教務員）一ノ瀬   浩幸（先端医学研究推進支援センター所属） 

           （事務員）坂井 みゆき 

           （教務補佐員）山﨑  加奈枝 

                         堀    恵子 
           （事務補佐員）植田  美穂 

                         木本  晶子 

            (技術補佐員) 高尾 結佳 
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地域医療科学教育研究センター支援経費 

令和５年度採択一覧 
 
 
 
 
   ◆ 『ポストコロナ時代の医療ニーズに即したカリキュラム改善へ向けての調査研究』 
                                          医学教育開発部門・教授  小田康友 

 
 

◆『データサイエンス・物理学の教育研究スキル向上事業』 
                                    数理解析部門(教育 IR 室)・教授  川口 淳 
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医学教育開発部門 
報告書 





医学教育開発部門 令和５年度報告書 

 

【【令令和和５５年年度度のの振振りり返返りりとと今今後後のの展展望望】】  

令和 5 年度は、医学教育にとって非常に大きな年でした。長年の懸案であった医師法が改正され、

共用試験に合格した医学生の臨床実習における医業が法的に承認されることになり、これにあわせ

た共用試験実施の厳格化と、臨床実習の質改善とが強く求められることになりました。 

そのような変動の中、当部門は、医学教育改革の司令塔として機能しつつ、具体的な教育方略・

教材の開発（例えば問題基盤型学習、チーム基盤型学習などの能動的学修、実技訓練のためのス

キルスラボ運営、スキルトレーナー養成、模擬患者養成、臨床技能に関する実技試験の運営・開発、

診療参加型実習のプログラム開発等）、医学教育分野別評価、国際交流等においても主導的役割

を果たしてきました。共用試験 OSCE の公的化には、福森准教授が中心となって対応し、教育の改

善と厳格な運営の両立を果たしました。 

また臨床実習の改善のために、令和５年４月より 山下 駿 特任准教授が、１１月より 井上 香 特

任助教と 溝口ゆかり 特任助教が着任し、医師育成・定着支援センターの 八板静香 特任助教と

総合診療部の 井手則子 医員の総勢５名の医師による「臨床実習コーディネーター」チームが誕生

しました。各診療科と連携を取りつつ、臨床実習の質改善・向上および医学生の能力育成に向けて

活動しています。 

また医学生の臨床技能教育に長年従事してくれた 堀 恵子 スキルトレーナーが年度末で退職さ

れました。今後は学外スキルトレーナーとして、引き続き協力いただく予定です。 

当部門では、佐賀大学の医学生が医師として必要な実力を身につけることができるよう、佐賀県

内の医療機関や地域住民と協働しつつ、臨床実習前教育・臨床実習・卒後教育のシームレスな連

携を図っていく所存です。 

今後とも引き続き皆様方のご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

 

ススタタッッフフ  

【【専専任任】】  

部門長・教授   小田 康友  

准教授     坂本 麻衣子 

准教授    福森 則男 

特任准教授   山下 駿 

特任助教   井上 香 

特任助教   溝口 ゆかり 

教務補佐員（非常勤）     山﨑 加奈枝 

               堀 恵子 

 

【【兼兼担担】】  

教授  青木 洋介 

教授  江村 正 

准教授  吉田 和代 

 

 

 

 事務補佐員（非常勤）     植田 美穂 

               木本 晶子 
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活活動動報報告告（（小小田田  康康友友）） 

  

研研究究業業績績  

【学術論文】 

1. Yamashita S, Tago M, Tokushima M, Tokushima Y, Hirakawa Y, Aihara H, Katsuki NE, 
Fujiwara M, Oda Y. Effects of a 60-Minute Lecture About Diagnostic Errors for Medical 
Students: A Single-Center Interventional Study. Cureus, 2024; 16 (3): e56117. 2024, 3. 

 

【学会発表】 

1. 小小田田  康康友友．新モデルコアカリキュラム(令和 4 年)の目標を見据えた理想的かつ

教育的な臨床現場構築ための生涯教育の強化事項 生涯学習の意欲を維持し能

力を高めるための医学生の「教育」能力の養成．医学教育(0386-9644)54 巻 Suppl. 

Page26. 

2. COVID-19 の流行が臨床参加型臨床実習中の医学生の医行為実施に与えた影響.福

森 則男(佐賀大学), 坂本 麻衣子, 植田 美穂, 木本 晶子, 堀 恵子, 山崎 加

奈枝, 山口 真美, 小小田田  康康友友.医学教育 54 巻 Suppl. Page229. 

3. 医学科生の学修者間交流の制限が自己主導型学習能力と学修成果との関係に及

ぼす影響.山口 真実, 坂本 麻衣子, 光武 翼, 福森 則男, 植田 美穂, 木本 晶

子, 山崎 加奈枝, 堀 恵子, 小小田田  康康友友.医学教育 54 巻 Suppl. Page261. 

 

資資金金  

【外部】 

1. 科学研究費（基盤研究C）「遠隔・対面融合型能動的学修における学生の学修活動

と成果、適応状態に関する研究」780千円 

2. ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業（琉球大学との連携校代表）

11,000千円 

3. 大学改革推進等補助金 医学部等教育・働き方改革支援事業 21,851千円 

 

【学内】 

 

活活動動内内容容  

◆教育活動 

授 業 科 目 対 象 学 年 

医療入門Ⅰ 医 1 

医療入門Ⅱ 医 2 

地域医療（Unit１） 医 3 

臨床入門（Unit13） 医 3・4 

ハワイ大学臨床推論 WS（選択) 医 3・4 

救急患者の初期対応（選択)  医 3・4 
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海外臨床実習（選択） 医 5・6 

医療教育 大学院 

 

◆組織運営活動 

 副医学部長、地域医療科学教育研究センター長 

教育委員会委員長、カリキュラム委員長、医学系会議委員、医学域会議委員、 

研究科委員会委員、入試委員会委員、評価委員会委員、FD 委員会委員、 

CBT ブラッシュアップ委員会、臨床実習検討 WG、臨床実習コーディネート WG 

医学部国際交流事業実施部会長、国際交流推進センター運営委員、 

アドミッションセンター運営委員、アドミッションセンター企画委員、 

大学教育委員、全学教育機構運営委員 

医学教育分野別評価委員会代表幹事 

PhaseⅢチェアパーソン 

臨床実習前 OSCE 実施責任者、臨床実習後 OSCE 実施責任者 

模擬患者団体“のぞみ”顧問 

臨床医学教育実習協力病院等運営協議会委員 

ポストコロナ人材養成拠点事業実施部会 

 

◆その他 

日本医学教育学会 選挙代議員、臨床実習前医学教育委員会、生涯教育委員会、 

卒前教育委員会、ハラスメント・人権問題委員会 

医療系大学問共用試験実施評価機構 異議申し立て対応委員会  

北部九州六大学連絡協議会 

空手部顧問 
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活活動動報報告告（（坂坂本本  麻麻衣衣子子））  

 

 

研研究究業業績績  
  
【学学術術論論文文】 

1. Muroya M, Tabuchi Y, Kumagai Y, Sakamoto	M, Tajima T. (2024) Factor 
Contributing to Well-Bing in Japanese Community-Dwelling Older Adults Who 
Experienced Spousal 
Bereavement. Research in Gerontological Nursing, 17(3), 121-130, 2024. 
doi: 10.3928/19404921-20240403-01.  

2. Sakamoto	Pomeroy	M, Aoki Y. (2023). Enhancing Research Writing Skills in 
English: Navigating the Role of AI Applications in Academic Writing. J. Med. Eng. 
Educ., 22(2/3), 72-74.   

3. Mitsutake T, Nakazono H, Taniguchi T, Yoshizuka H, Sakamoto	M. (2023). Effects of 
transcranial electrical stimulation of the right posterior parietal cortex on physical 
control responses [published online ahead of print, 2023 Nov 21]. Neurosci	Lett. 
2023;137565. doi:10.1016/j.neulet.2023.137565  

4. Mitsutake T, Nakazono H, Shiozaki T, Fujita D, Sakamoto	M. (2023). Changes in 
vestibular-related responses to combined noisy galvanic vestibular stimulation and 
cerebellar transcranial direct current stimulation [published online ahead of print, 
2023 Nov 15]. Exp Brain Res. 2023;10.1007/s00221-023-06731-5. 
doi:10.1007/s00221-023-06731-5  

5. 武富由美子, 田渕康子，熊谷有記，坂坂本本麻麻衣衣子子，鐘ヶ江寿美子，矢ケ部伸也 
(2023). がん患者遺族の心的外傷後成長と関連要因に関する縦断的研究. 保健の

科学, 65(11), 785-790. 
 

 
【学学会会発発表表・・招招待待講講演演】 

1. 鶴味詢大, 山口武彦, 松下修三, 山之内純, 中尾綾, 中田浩智, 南留美,	坂坂本本麻麻衣衣子子. N-
back タスクにおける行動・生理特徴量の解析に関する基礎研究～ANI 早期発見

への応用～ 第 33 回ライフサポート学会フロンティア講演会, 2024, 3, 6-7. 
2. 野口歩夢, 山口武彦, 松下修三, 山之内純, 中田浩智, 南留美, 坂坂本本麻麻衣衣子子. タブレッ

ト型 VR-IADL における micro-error の評価：ANI 早期発見への応用  第 33 回ラ

イフサポート学会フロンティア講演会, 2024, 3, 6-7. 
3. Sakamoto	Pomeroy	M, Tsurumi J, Nakao A, Yamanouchi J, Nakata H, Minami R, 

Matsushita S, Giovannetti T & Yamaguchi T. A Novel Touch-Panel Screening Battery 
for Detecting HIV-Related Neurocognitive Impairment. Presented at 52nd 
International Neuropsychological Society Annual Meeting, 2024, 2, 14-17. 

4. 坂坂本本麻麻衣衣子子,	武富由美子, 熊谷有記, 田渕康子. 乳がん患者からピア・サポーター

へ – 子育て真最中の患者の精神的成長の記録 -. 第 44 回日本死の臨床研究会年次

大会 2023, 11, 25-26.  
5. 坂坂本本麻麻衣衣子子. 「高次脳機能障害」の検査と診断 -日本と海外の比較-. 第 47 回高次

脳機能障害学会 2023, 10, 28-29.  
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6. 福森 則男, 坂坂本本	麻麻衣衣子子, 植田 美穂, 木本 晶子, 堀 恵子, 山崎 加奈枝, 山口 真美, 小田 
康友. COVID-19 の流行が臨床参加型臨床実習中の医学生の医行為実施に与えた

影響. 日本医学教育学会, 2023, 7, 28-29. 
7. 山口 真実, 坂坂本本	麻麻衣衣子子, 光武 翼＊, 福森 則男, 植田 美穂, 木本 晶子, 山崎 加奈枝, 堀 

恵子, 小田 康友. 医学科生の学修者間交流の制限が自己主導型学習能力と学修成

果との関係に及ぼす影響. 日本医学教育学会, 2023, 7, 28-29. 
8. Sakamoto	Pomeroy, M. History and state of clinical psychology and 

neuropsychology in Japan. Presented at 46th International Neuropsychological 
Society Global Meeting in Taiwan, 2023, 7, 6-8. 

9. Sakamoto Pomeroy M. & Aoki, Y. Enhancing Research Writing Skills in English: 
Navigating the Role of AI Applications in Academic Writing. Presented at the 
26th JASMEE Academic Meeting, 2023, 7, 1-2.   

	
【そそのの他他発発表表】 

1. 坂坂本本麻麻衣衣子子. 神経心理学の基礎から応用 ―検査結果を心のケアに役立てるため

にー. 沖縄県公認心理師協会・医療保険部会特別研修会 2024, 3, 24. 
2. 坂坂本本麻麻衣衣子子.	神経心理学的アセスメントとしての WAIS-IV 活用法 沖縄県医療保

険部会 2023, 12, 8. 
3. 坂坂本本麻麻衣衣子子.	PLWH・IGBTQ のメンタルヘルスを考える - 根強く残る偏見・ス

ティグマとの戦い- 神奈川 HIV フォーラム 2023, 10, 6. 
4. 坂坂本本麻麻衣衣子子.	PLWH・IGBTQ のスティグマを考える Long Term Treatment 

Success in PLWH 2023, 4, 25. 
 

 

【【共共同同研研究究】】  

1. 諏訪東京理科大学，University of California San Diego，Temple University

（アメリカ合衆国），University of Angers （フランス），University of 

Montreal（カナダ）との共同研究を通じて，テクノロジー（VR やタッチパネル）

を用いた認知機能障害早期発見の為のスクリーニングツールを開発している。 

2. 福岡国際医療福祉大学と,脳卒中患者の歩行能力に対する電気刺激療法の効果や経

頭蓋直流電気刺激時の脳活動の研究を行っている。 

3. 九州大学とともに，入所施設の高齢者対象に，化粧品を使った自立的なスキンケ

ア習慣が与える認知機能と情緒への効果について検証を行っている。 

4. 癌患者遺族の心的外傷後成長：Post-traumatic Growth (PTG)の関連要因（在宅ケ

ア vs．一般病院での看取りなど）について，同学部看護学科の教員と評価を行っ

ている。 

5. 配偶者を亡くした高齢者の精神的健康とそれに影響を及ぼす要因について同学部

看護学科の教員と評価を行っている。 

6. 慶應大学・中央大学等とともに、日本の臨床神経心理学発展のための教育体制，

資格制度の向上・改善に取り組んでいる。 

 

資資金金  

【【外外部部】】  

1. 科学研究費基盤 C（研究代表者）：HIV 関連神経認知障害（HAND)診断ツールの標

準値構築と動作エラーモデルの開発 520 千円 
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2. 科学研究費基盤 B（分担研究者）ノイズ前庭電気刺激の姿勢安定性に関する多角的

研究  65 千円 

3. 科学研究費基盤 C（分担研究者）：ピアサポーター参加型のがん相談支援ネットワ 

ークモデルの開発 130千円  

  

活活動動内内容容  

◆教育活動 

授 業 科 目 対 象 学 年 

医療入門Ⅰ（教科主任） 医1 

生命倫理学（教科主任） 医１ 

行動科学原論（教科主任） 医１ 

医療入門Ⅱ 医2 

臨床入門 医4 

神経心理学概論（研究室配属） 医2 

研究倫理学（研究室配属） 医2 

生命科学・医療倫理(教科主任) 大学院生 

生命倫理学概論(教科主任) 大学院生 

看護倫理 大学院生 

アカデミック・ライティング（教科主任） 大学院生 
 
PBLチューター：PBLユニット12（社会医学・医療社会法制） 

チューター：1・2年生担当 

特別チューター 

  USMLE Study Group of Saga (USGOS)  顧問  
 

  

◆診診療療活活動動  

脳神経内科・物忘れ外来での認知機能検査 

脳神経内科緩和ケアのコンサルテーション 

HIV/AIDS 患者の HAND 診断 

HIV/AIDS 患者のカウンセリング 

 

 

◆◆組組織織運運営営活活動動  

カリキュラム委員会 委員 

医学部附属病院臨床倫理委員会 委員 

医学部附属病院臨床倫理コンサルテーションチーム チームメンバー 

教育委員会 委員 

ファカルティ・デベロップメント委員会 委員 

分野別評価委員会 幹事 

教学マネージメント推進室 室員  

 ― 質保証部門 委員 

 ― ティーチングポートフォリオメンター 
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国際交流部会 部員 

 

 

◆その他 

国際神経心理学会（International Neuropsychological Society: INS）Mid- 

Year 台湾大会 大会長 

国際神経心理学会（International Neuropsychological Society: INS）理事  

アジア神経心理学会（Asian Neuropsychological Association: ANA）国際リエ

ゾン委員 
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活活動動報報告告（（福福森森  則則男男）） 
  
研研究究活活動動  
【総説（和文）】 

森本忠嗣, 福森則男, 平田寛人.【脊椎脊髄のエクステンデッド・リアリティ

(XR)】エクステンデッド・リアリティ(XR)を用いた医学教育 脊椎手術中心に. 

脊椎脊髄ジャーナル. 36巻6号 Page435-440. 

 

【原著（欧文）】 

Eto S, Sonohata M, Takei Y, Ueno M, Fukumori N, Mawatari M. Analgesic 

Effect of Passive Range-of-Motion Exercise on the Healthy Side for Pain 

after Total Knee Arthroplasty: A Prospective Randomized Trial. Pain Res 

Manag. 2023 Jun. doi: 10.1155/2023/1613116. 

 

【学会発表】 

1. 福森則男, 坂本麻衣子, 植田美穂, 木本晶子, 堀 恵子, 山崎加奈枝, 山口真美, 

小田康友. COVID-19の流行が臨床参加型臨床実習中の医学生の医行為実施に与え

た影響. 第55回日本医学教育学会大会（長崎）. 2023.07.28-29. 

 

2. 山口真実, 坂本麻衣子, 光武 翼, 福森則男, 植田美穂, 木本晶子, 山崎加奈枝, 

堀 恵子, 小田康友. 医学科生の自己主導型学習能力と学修成果の関連性. 第55

回日本医学教育学会大会（長崎）. 2023.07.28-29. 

 

資資金金獲獲得得  
【外部】 

1. 科学研究経費助成事業（若手研究） 2020-2023 年. 医学生の自己主導型学習能力

と診療参加型臨床実習中の学習行動および学修評価との関連（研究代表者） 1,006
千円 
 

2. 日本学生支援機構 2023 年度海外留学支援制度. 台湾輔仁カトリック大学および

関連総合病院実習. 240 千円 
 
【内部】 

令和 5年度佐賀大学学生海外研修支援事業. ハワイ大学臨床推論ワークショップ. 
400 千円 
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教教育育活活動動  
◆教育活動（学内）  

授 業 科 目 対 象 学 年 
PhaseⅠ 医療入門Ⅰ 医１ 
医学・看護学研究のすすめ 医 2，看 2 
PhaseⅢ Unit 1 地域医療 医 3 
PhaseⅢ Unit12 社会医学 PBL チューター 医 4 
PhaseⅢ Unit13 臨床入門（教科主任） 医 3・4 
PhaseⅢ Unit-CBT 医 3・4 
選択科目 ハワイ大学臨床推論 WS 医 3・4 
選択科目 海外臨床実習 医 5・6 
PhaseⅣ 地域医療実習 内科外来指導 医 5・6 

 
◆教育活動（学外）  
 佐賀県臨床研修運営協議会指導医養成のためのワークショップ.  

第 20 回. 2023 年 8 月 11 日. ホテルマリターレ創世; 佐賀市. 
第 21 回. 2024 年 2 月 23 日. ホテルマリターレ創世; 佐賀市. 

 高大連携活動（とびらプロジェクト）「医療人へのとびら」  
第 2 回（高校 1 年生対象）. 2023 年 10 月 1 日. 佐賀大学医学部臨床小講堂. 
第 4 回（高校 2 年生対象）. 2023 年 10 月 1 日. 佐賀大学医学部臨床小講堂. 

 
組組織織運運営営活活動動  
◆組織運営活動（学内） 
 佐賀大学国際交流推進センター学生交流事業審査会委員 
 高大連携活動（とびらプロジェクト）「医療人へのとびら」運営委員 
 医学部医学科 3・4 年次チューター 
 医学部臨床実習前 OSCE 実施部会委員・実施責任者 
 医学部臨床実習後 OSCE 実施部会委員 
 医学部国際交流事業実施部会学部学生交流部門長 
 医学部教育医委員会委員 
 医学部カリキュラム委員 
 医学部倫理委員会委員 
 国立大学病院長会議 国際化 PT 担当者 
 医学部「ポストコロナ時代の医療人育成事業」実施部会委員 
 佐賀大学医学部ラグビー部顧問 
 
◆組織運営活動（学外） 
 日本プライマリ・ケア連合学会 代議員（九州ブロック支部） 
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 佐賀県建築審査会 委員 
 九州ラグビー協会 大学委員会委員 
 佐賀県ラグビー協会理事・大学委員会委員長 
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活活動動報報告告（（山山下下 駿駿）） 

 
研研究究業業績績 
【学術論文】 
＜英文＞ 
1. Yamashita S, Tago M, Tokushima Y, Harada Y, Suzuki Y, Aizawa Y, Miyagami T, Sano 

F, Sasaki Y, Komatsu F, Shimizu T, Naito T, Urita Y, Yamashita SI. Evaluation of a 
Previously Developed Predictive Model for Infective Endocarditis in 320 Patients 
Presenting with Fever at 4 Centers in Japan Between January 2018 and December 2020. 
Med Sci Monit, 2023; 29: e939640. 2023, 4. 

2. Tago M, Hirata R, Katsuki NE, Oda Y, Ezoe M, Motomura S, Tokushima M, Tokushima 
Y, Hirakawa Y, Yamashita S, Aihara H, Fujiwara M, Yamashita SI. Validation of 
Predictive Model for Inpatient Falls (Saga Fall Risk Model 2) in a University Hospital: A 
Retrospective Single-Center Study. J Hosp Gen Med, 2023; 5 (3): 53-61. 2023, 6. 

3. Yaita S, Tago M, Katsuki NE, Nakatani E, Oda Y, Yamashita S, Tokushima M, Tokushima 
Y, Aihara H, Fujiwara M, Yamashita SI. A Simple and Accurate Model for Predicting Fall 
Injuries in Hospitalized Patients: Insights from a Retrospective Observational Study in 
Japan. Med Sci Monit, 2023; 29: e941252. 2023, 8. 

4. Aoyama S, Yamashita S, Ishizuka K, katsukura S, Matsuura H, Kato M. Difficulty in 
diagnosing peritonitis caused by multi-drug-resistant. Clin Case Rep, 2023; 11(9): e7759. 
2023, 8. 

5. Tokushima Y, Tago M, Yamashita S, Hirata R, Oda Y, Nakamura M, Hirakawa Y, Katsuki 
NE, Aihara H, Fujiwara M, Yamashita SI. A Dementia Care Unit in an acute care setting 
may improve outcomes for patients with dementia: a prospective single-center study. J Hosp 
Gen Med, 2023; 5 (5): 190-195. 2023, 9. 

6. Hirata R, Tago M, Yamashita S, Yamamoto S, Yaita S, Hirakawa Y, Ono M, Yamashita 
SI. Acute abdominal pain due to atypical bilateral adrenal infarction in acute myeloid 
leukemia with alterations related to myelodysplasia: A case report. Clin Case Rep, 2023; 
11(10): e7925. 2023, 9. 

7. Shimada H, Hirata R, Yamashita S, Hirakawa Y, Nakashima O, Nakamura M, Yaita S, 
Tokushima M, Tokushima Y, Aihara H, Fujiwara M, Tago M. Helicobacter cinaedi 
infection presenting with myalgia and cellulitis. Am J Case Rep, 2023; 24: e941777. 2023, 
10. 

8. Tago M, Hirata R, Hirakawa Y, Makio S, Oishi T, Nakamura M, Yamashita S, Tokushima 
Y, Tokushima M, Katsuki NE, Aihara H, Fujiwara M. Listeria meningitis diagnosed by 
blood culture with fever, neurological symptoms, and no meningeal irritation signs. Clin 
Case Rep, 2023; 11(10): e8020. 2023, 10. 

9. Yamashita S, Nakamura M, Akutagawa T, Nakashima O, Tago M, Esaki M, Yamashita SI. 
Polybacterial Iliopsoas Muscle Abscess as an Indication for Early Diagnosis of Crohn’s 
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Disease. Am J Case Rep, 2023; 24: e941399. 2023, 11. 
10. Ishizuka K, Yamashita S, Mine Y, Yamamoto Y, Kojima H, Someko H, Miyagami T. How 

case reports can be used to improve diagnosis. Diagnosis (Berl). 2024, 1. 
11. Tago M, Hirata R, Katsuki NE, Nakatani E, Saito C, Yaita S, Oda Y, Tokushima M, 

Hirakawa Y, Yamashita S, Tokushima Y, Aihara H, Fujiwara M, Yamashita SI. Predictive 
Models of Falls: A Narrative Review. J Hosp Gen Med, 2024; 6 (1): 12-16. 2024, 1. 

12. Tago M, Hirata R, Katsuki NE, Nakatani E, Tokushima M, Nishi T, Shimada H, Yaita S, 
Saito C, Amari K, Kurogi K, Oda Y, Shikino K, Ono M, Yoshimura M, Yamashita S, 
Tokushima Y, Aihara H, Fujiwara M, Yamashita SI. Validation and Improvement of the 
Saga Fall Risk Model: A Multicenter Retrospective Observational Study. Clin Interv Aging, 
2024; 19: 175-188. 2024, 2. 

13. Tago M, Hirata R, Takahashi H, Yamashita S, Nogi M, Shikino K, Sasaki Y, Watari T, 
Shimizu T. How Do We Establish the Utility and Evidence of General Medicine in Japan?. 
Intern J Gen Med, 2024; 17: 635-638. 2024, 2. 

14. Yamashita S, Tago M, Tokushima M, Tokushima Y, Hirakawa Y, Aihara H, Katsuki NE, 
Fujiwara M, Oda Y. Effects of a 60-Minute Lecture About Diagnostic Errors for Medical 
Students: A Single-Center Interventional Study. Cureus, 2024; 16 (3): e56117. 2024, 3. 

15. Nishizawa T, Ishizuka K, Otsuka Y, Nakanishi T, Kawashima A, Miyagami T, Yamashita 
S. Writing Case Reports Can Improve Seven Components in Clinical Reasoning. Int Med 
Case Rep J, 2024; 17: 195-200. 2024, 3. 

＜和文＞ 
16. 山山下下 駿駿, 井手則子, 多胡雅毅. 前皮神経絞扼症候群. 総合診療, 特集 疾患別“イル

ネススクリプト”で学ぶ 「腹痛診療」を磨き上げる22症例, [症例集Ⅲ]若い男性×腹
痛③, 33(5): 551-553, 2023, 5. 

17. 山山下下 駿駿. 4. 梅毒性視神経炎. 眼科, 特集 梅毒の眼合併症, 65(6): 533-540, 2023, 6 
18. 山山下下 駿駿, 山下秀一. 感染性心内膜炎. 診断と治療, 特集 原因不明で経過する発熱、

不明熱患者のみかた, ◆感染症, 111(8): 1045-1050, 2023, 8 
19. 井上 香, 磯田広史, 荒木 薫, 大枝 敏, 山山下下 駿駿, 安西慶三, 高橋宏和. Google 

Trendsを用いた糖尿病・生活習慣病領域における分析と展望. 本糖尿病インフォマ

ティクス学会誌（JJSIDM）22; 2-6, 2024, 1. 
  
【著書】 
1. 宇野純加, 山山下下 駿駿. 心窩部痛の51歳男性、突然発症の病歴が鍵. 症例検討から学ぶ

診断推論戦略, 症例009: 183-215. 日経BP, 2023, 4 
2. 山山下下 駿駿. あなたは「突然発症の病歴」をとれていますか. 症例検討から学ぶ診断

推論戦略, コラム1: 216-226. 日経BP, 2023, 4 
 
【学会発表】 
1. 山山下下 駿駿. 感染性心内膜炎予測モデルの精度向上研究：多施設後ろ向き症例対照研
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究. 第120回日本内科学会総会・講演会. 2023, 4, 14-16. 
2. 山山下下 駿駿. プレナリーセッション「感染性心内膜炎予測モデルの精度向上研究：多

施設後ろ向き症例対照研究」. 第120回日本内科学会総会・講演会. 2023, 4, 14-16. 
3. 山山下下 駿駿. シンポジウム27「総合診療の有用性とは？ ～エビデンスと目指すべきビ

ジョン～」シンポジスト「日本における総合診療医の有用性」. 第14回日本プライ

マリ・ケア連合学会学術大会. 2023, 5, 12-14. 
4. 香月尚子, 多胡雅毅, 平田理紗, 鋪野紀好, 和足孝之, 山山下下 駿駿, 德島 緑, 德島圭宜, 

相原秀俊, 藤原元嗣, 山下秀一. 日本の大学病院総合診療部門における臨床実習の

現状 ～学修すべき症候の84％は当部門で達成可能である. 第14回日本プライマ

リ・ケア連合学会学術大会. 2023, 5, 12-14. 
5. Nakamura M, Yamashita S, Tago M, Yamashita SI. Marked gallbladder wall thickening 

caused by infectious mononucleosis due to Epstein-Barr virus. ACP日本支部年次総会・

講演会2023. 2023, 6, 24-25 WEB. 
6. Yamashita S, Tago M, Tokushima Y, Harada Y, Suzuki Y, Aizawa Y, Miyagami T, Sano 

F, Sasaki Y, Komatsu F, Shimizu T, Naito T, Urita Y, Yamashita SI. External validation of 
a clinical prediction model for infective endocarditis among patients with undiagnosed 
fever: A multi-center retrospective study. ACP日本支部年次総会・講演会2023. 2023, 6, 
24-25 WEB.  

7. Yamashita S, Tago M, Tokushima Y, Harada Y, Suzuki Y, Aizawa Y, Miyagami T, Sano 
F, Sasaki Y, Komatsu F, Shimizu T, Naito T, Urita Y, Yamashita SI. 黒川賞候補演題

「External validation of a clinical prediction model for infective endocarditis among 
patients with undiagnosed fever: A multi-center retrospective study」. ACP日本支部年次

総会・講演会2023. 2023, 6, 24-25 WEB. 
8. Hirata R, Tago M, Katsuki NE, Shimada H, Nakatani E, Tokushima M, Aihara H, 

Tokushima Y, Yamashita S, Fujiwara M, Oda Y, Amari K, Kurogi K, Ono M, Shikino K, 
Saito C, Yoshimura M, Yamashita SI. Criterion-related validity between Bedriddenness 
Rank and Barthel Index or Katz Index, and Cognitive Function Score and Revised 
Hasegawa's Dementia Scale: a multicenter retrospective observational study. ACP日本支

部年次総会・講演会2023. 2023, 6, 24-25 WEB. 
9. 平田理紗, 香月尚子, 德島 緑, 島田ひとみ, 中谷英仁, 齋藤千紘, 甘利香織, 黒木

和哉, 織田良正, 大野毎子, 鋪野紀好, 吉村麻里子, 中村仁彦, 山山下下 駿駿, 德島圭宜, 
平川優香, 相原秀俊, 藤原元嗣, 多胡雅毅. 入院時のレンボレキサントの内服は院

内転倒と関連しない -多施設後ろ向き研究. 第27回日本病院総合診療医学会学術

総会. 2023, 8, 26-27. 
10. 山田脩斗, 本村 壮, 中村仁彦, 德島 緑, 平川優香, 德島圭宜, 香月尚子, 相原秀俊, 

山山下下 駿駿, 藤原元嗣, 多胡雅毅. 鼻頭部の皮疹が出現した後に無菌性髄膜炎を発症

した一例. 第27回日本病院総合診療医学会学術総会. 2023, 8, 26-27. 
11. 島田ひとみ, 平田理紗, 香月尚子, 德島 緑, 中谷英仁, 齋藤千紘, 甘利香織, 黒木

和哉, 織田良正, 大野毎子, 鋪野紀好, 吉村麻里子, 中村仁彦, 山山下下 駿駿, 德島圭宜, 
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平川優香, 相原秀俊, 藤原元嗣, 多胡雅毅. 寝たきり度を用いた院内転倒予測モデ

ルの認知度別の集団での検討. 第27回日本病院総合診療医学会学術総会. 2023, 8, 
26-27. 

12. 井手則子, 平田理紗, 荒巻芽生, 本村 壮, 山山下下 駿駿, 德島圭宜, 香月尚子, 相原秀俊, 
藤原元嗣, 多胡雅毅. サイトメガロウイルス感染症による伝染性単核球症に無石

胆嚢炎を来した1例. 日本内科学会第342回九州地方会. 2023, 8, 5. 
13. 山山下下 駿駿. ワークショップ1『宮崎県立宮崎病院総合診療科 case conference』パネリ

スト. 日本プライマリ・ケア連合学会第18回九州支部総会・学術大会. 2024, 1, 20-
21. 

14. 山山下下 駿駿. 若手部会6「病院総合医の働き方～現在地と理想を考える～」. 第28回日

本病院総合診療医学会学術総会. 2024, 3, 29-30. 
15. 井手則子, 山山下下 駿駿, 井上 香, 溝口ゆかり, 八板静香, 多胡雅毅, 小田康友. 医学部

臨床実習の質の改善：臨床実習コーディネーターによる取り組み. 第28回日本病院

総合診療医学会学術総会. 2024, 3, 29-30. 
16. 島田ひとみ, 平田理紗, 香月尚子, 德島 緑, 中谷英仁, 斎藤千紘, 甘利香織, 黒木

和哉, 織田良正, 大野毎子, 鋪野紀好, 吉村麻里子, 中村仁彦, 山山下下 駿駿, 德島圭宜, 
平川優香, 相原秀俊, 藤原元嗣, 多胡雅毅. 療養型病院を対象とした院内転倒予測

モデルの検討：多施設後ろ向き研究. 第28回日本病院総合診療医学会学術総会. 
2024, 3, 29-30. 

17. 中島央律紗, 黒木和哉, 牧尾成二郎, 中村仁彦, 平川優香, 香月尚子, 相原秀俊, 藤
原元嗣, 山山下下 駿駿, 德島圭宜, 多胡雅毅. 上部内視鏡検査と消化管造影で診断に至

ったblind loop症候群の一例. 第28回日本病院総合診療医学会学術総会. 2024, 3, 29-
30. 

 
【受賞歴】 
1. 山山下下  駿駿 . ACP日本支部年次総会・講演会2023 臨床研究部門優秀賞 . External 

validation of a clinical prediction model for infective endocarditis among patients with 
undiagnosed fever: A multi-center retrospective study 

2. 山山下下 駿駿. 佐賀大学医学部 令和5年度医学部長賞（研究部門） 
 
【共同研究】 
1. 全国18病院（7大学病院, 11市中病院）とともに、原因不明の発熱患者における感

染性心内膜炎の予測モデルの再構築と検証を行っている（主導） 
2. 順天堂大学医学部附属病院をはじめとする7つの大学病院と、診断エラー症例の動

画教材を開発している（協力） 
 
資資金金 
【外部】 
山下 駿(研究代表者). 科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金)(若手研究). 熱
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源不明の症例に対する感染性心内膜炎予測スコアの外部検証：多施設前向き観察研究 
 
活活動動内内容容 

◆教育活動(学内) 
授 業 科 目 対 象 学 年 
インターフェース科目「現代社会と医療Ⅲ」 医 1・看 1 

UNIT-3（呼吸器）PBL チューター 医 3 

UNIT-1「診断エラー学」 医 4 

UNIT-1「地域医療における諸制度」 医 4 

UNIT-13「患者視点で見る臨床実習」 医 4 

UNIT-13「臨床実習心得」 医 4 

臨床実習「医学生同士での予防接種」 医 5 

臨床実習「外来臨床推論指導」 医 5・6 

臨床実習「電子カルテトレーニング」 医 5・6 

臨床実習「総合診療部での問診指導」 医 5・6 
  ※その他 

1. 医師になるためのスタートアップセミナー（検査や処方のオーダートレー

ニング）：医 4・5・6 
2. 令和 5 年度 佐賀大学オープンキャンパス 医学科説明 

 
◆教育活動(学外) 
1. 模擬講義 -正確な診断をするための方法-. 出前授業. 2023, 10, 27 鳥栖高校 
2. 【第 2 部】ポストコロナ事業での取り組み 佐賀大学における臨床実習の質の

向上：臨床実習コーディネーターの役割. 文部科学省補助事業 ポストコロナ

時代の医療人材養成拠点形成事業 琉球大学・佐賀大学合同シンポジウム. 
2023, 11, 18 おきなわクリニカルシュミレーションセンター3 階. 

 
◆組織運営活動 
・臨床実習コーディネートチーム会議委員長 
・医学部臨床実習前 OSCE 実施部会委員 
・医学部臨床実習前 OSCE 実施部会委員 
・医学部「ポストコロナ時代の医療人材育成事業」実施部会委員 
・卒後臨床研究運営協議会委員 
・佐賀大学医学部学生広報サークル「シナプス」顧問 
 
◆診療活動 
・総合診療部での外来診療、入院診療およびカンファレンス 
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◆その他 
1. 日本病院総合診療医学会 若手部会 代表 
2. 日本病院総合診療医学会 評議員 
3. 日本病院総合診療医学会 広報委員会 
4. 日本病院総合診療医学会 学術委員会 
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活活動動報報告告（（井井上上  香香）） 

 
研研究究業業績績 
【学術論文】 
＜英文＞ 
1. Ogawa E, Jun DW, Toyoda H, Hsu YC, Yoon EL, Ahn SB, Yeh ML, Do S, Trinh HN, 

Takahashi H, Enomoto M, Kawada N, Yasuda S, Tseng CH, Kawashima K, Lee HA, 
Inoue K, Haga H, Do AT, Maeda M, Hoang JH, Cheung R, Ueno Y, Eguchi Y, Furusyo 
N, Yu ML, Tanaka Y, Nguyen MH. Increased spine bone density in patients with chronic 
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活活動動内内容容 
◆教育活動(学内) 
授 業 科 目 対 象 学 年 
臨床実習「医学生同士での予防接種」 医 5 

臨床実習「外来臨床推論指導」 医 5・6 

臨床実習「腹部エコー」 医 5・6 
  ※その他：腹部エコー研修医・学生勉強会（11 月） 

 
◆教育活動(学外) 
・令和 5 年度佐賀県肝炎医療コーディネーター養成研修会・第 1 回スキルアップ

研修会（2023 年 12 月 18 日～2024 年 1 月 10 日 オンライン開催） 
 
◆組織運営活動 
・臨床実習コーディネートチーム会議委員 
・佐賀大学医学部学生広報サークル「シナプス」副顧問 
 
◆診療活動 
・肝臓・糖尿病・内分泌内科での腹部エコー検査およびカンファレンス 
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活活動動内内容容  

◆教育活動 

授 業 科 目 対 象 学 年 

臨床実習「外来臨床推論指導」 医 5, 6 

臨床実習「医学生同士での予防接種」 医 5 

臨床実習「小児科でのBLSレクチャー」 医 5, 6 

臨床実習「小児科での救急初療実習」 医 5, 6 

 

◆組織運営活動 

・臨床実習コーディネートチーム会議委員 

 

◆診療活動 

小児科での外来診療 

 

◆その他 
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臨床実習コーディネーター活動報告 
⼭下 駿, 井上 ⾹, 溝⼝ゆかり 

 
【臨床実習コーディネーターの設置背景】 

2023 年 5 ⽉より、臨床実習⽣に対する教育の質の向上を⽬的として、佐賀⼤学医学部は
臨床実習の統括機能を有する臨床実習コーディネーター（CC-Co）チームを設置した。CC-

Co は 5 名の教育専任の医師（総合診療医 3 名、肝臓内科医 1 名、⼩児科医 1 名）で構成さ
れ、このうち 4 名が育児中の⼥性医師である。CC-Co の 1 名（男性、総合診療医）がポスト
コロナ時代の医療⼈材養成拠点形成事業による予算で雇⽤され、特任准教授としてチームを
率いている。2 名（肝臓内科医・⼩児科医）は、当初佐賀⼤学医学部附属病院の特任助教と
して雇⽤され、2023 年 11 ⽉に、佐賀⼤学の第 4 期中期計画に基づき、佐賀⼤学の学⻑裁量
で特任助教として配置転換された。1 名は総合診療部より配属され、1 名が 2023 年 10 ⽉よ
り附属病院の特任助教として新たに雇⽤された。外科系医師で CC-Co への従事を希望する
医師はいなかった。発⾜からの活動内容と今後の⽅針について⾔及する。 

 

【活動内容】 

CC-Co の⽬標は、臨床実習⽣を医療現場で就労できる能⼒を⾝につけて卒業させること、
および佐賀県への愛着を⾼めることである。 

主な活動内容は、臨床実習⽣に関する 

①経験すべき医⾏為と症候の管理および経験度の向上 

②臨床推論トレーニング 

③⼿術室実習における⽬的意識の向上 

④臨床実習に対する満⾜度調査 

⑤全診療科の学⽣教育担当者間会議の定期開催 

⑥SNS を使った臨床実習の広報 

⑦学術集会や論⽂での活動報告 

である。 
 

①経験すべき医⾏為と症候の管理および経験度の向上 

モデル・コア・カリキュラムには、臨床実習⽣が経験すべき 37 症候と 72 医⾏為が定めら
れているが、これらの医⾏為を医学⽣に⼗分に経験させられている⼤学は少ない。CC-Co は、
37 症候と 72 医⾏為を各診療科に割り振り、実症例での経験が難しい医⾏為に関しては、シ
ミュレーターでの教育を積極的に⾏うよう依頼した。臨床実習⽣は、各診療科で経験した症
候と医⾏為を記録し、実習終了⽇に各診療科に提出する。CC-Co は、各診療科から記録⽤紙
を適宜回収し、経験度を管理した。その結果、臨床実習⽣は⾮常に多くの症候と医⾏為を経
験できており、全国的に⾒ても⾼い経験度を⽰している （図 1）。医⾏為の中には、予防接種
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や、通常の電⼦カルテでは実施が困難な薬剤処⽅および電⼦指⽰簿記載訓練が含まれており、
それらを医学⽣同⼠でのインフルエンザワクチン接種や電⼦カルテのシミュレーションモ
ードの開発により実施できるようにした。 

 

②臨床推論トレーニング 

臨床推論は、医療系⼤学間共⽤試験実施評価機構（CATO）が臨床実習終了までに修得す
べきとしている、重要な診療技能の⼀つである。CC-Co は、全内科系診療科、⽪膚科、救急
科、精神科をローテートしている臨床実習⽣を対象に、2 週間に 1 回の頻度で、それらの診
療科の同意の得られた初診患者に対して医療⾯接、⾝体診察、および鑑別診断を挙げるなど
の臨床推論トレーニングを⾏っている。患者の同意が得られない時は、事前に準備した模擬
症例のシナリオを⽤いてトレーニングしている。 

 

図 1. 臨床実習中の医学科 6 年⽣の症候と医⾏為の経験度 

 

③⼿術室実習における⽬的意識の向上 

臨床実習⽣は、⼿術前⽇までに⼿術内容を把握し、解剖書などを⽤いて予習する。担当症
例の⼿術⽇には、外科系診療科の医師の指導の下、清潔操作、⼿洗い、ガウンテクニック、
⼿術助⼿などの医⾏為を⾏う。しかし、担当ではない症例の⼿術⽇には、⼿術室のモニター
を通して⼿術を⾒学し、その際に医師から解説を受けられるとは限らないため、⽬的を持た
ずに⼿術⾒学を⾏うようになる可能性がある。このような臨床実習⽣に対し、CC-Co が⼿
術室に⾏き、その⼿術の適応や、合併症および外科系診療科へのコンサルトの仕⽅などを指
導する。これにより、⼿術室実習の⽬的意識が⾼まると考えられる。 
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④臨床実習に対する満⾜度調査 

臨床実習⽣の佐賀県への愛着度を⾼めるためには、臨床実習に対する満⾜度を⾼めるこ
とも重要である。CC-Co は、満⾜度を Net Promoter Score (NPS)を⽤いて調査している 13）。
NPS は企業やブランドおよび講義の満⾜度を調査するために⽤いられており、11 段階で評
価（0：全く勧めない、10：⾮常に強く勧める）され、9 と 10 の回答者を推奨者、7 と 8 の
回答者を中⽴者、0 から 6 の回答者を批判者とし、推奨者の割合から批判者の割合を引いた
値が NPS である。0 以上が good、50 以上が excellent とされている。その結果、佐賀⼤学の
臨床実習全体の NPS は、CC-Co 設置以降、上昇傾向となっている（図 2）。 

 

図 2. 佐賀⼤学の臨床実習全体に対する NPS の推移（2023 年 6 ⽉〜2024 年 3 ⽉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤全診療科の学⽣教育担当者間会議の定期開催 

CC-Co は 3 ヶ⽉に 1 度、全診療科の学⽣教育担当医師を対象に、CC-Co チーム会議を開
催している （図 3）。そこでは、臨床実習⽣の症候と医⾏為の経験度の進捗状況と NPS の現
状を共有している。各診療科の教育内容を共有するために、1 回の会議で 2 つの診療科が実
習内容に関するプレゼンテーションを⾏っている。これ以外にも、臨床実習カリキュラムの
改定や臨床実習⽣のプロフェッショナリズムの育成などについても適宜議論している。 

 

図 3. 臨床実習コーディネートチーム会議 

 

や、通常の電⼦カルテでは実施が困難な薬剤処⽅および電⼦指⽰簿記載訓練が含まれており、
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科、精神科をローテートしている臨床実習⽣を対象に、2 週間に 1 回の頻度で、それらの診
療科の同意の得られた初診患者に対して医療⾯接、⾝体診察、および鑑別診断を挙げるなど
の臨床推論トレーニングを⾏っている。患者の同意が得られない時は、事前に準備した模擬
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例の⼿術⽇には、外科系診療科の医師の指導の下、清潔操作、⼿洗い、ガウンテクニック、
⼿術助⼿などの医⾏為を⾏う。しかし、担当ではない症例の⼿術⽇には、⼿術室のモニター
を通して⼿術を⾒学し、その際に医師から解説を受けられるとは限らないため、⽬的を持た
ずに⼿術⾒学を⾏うようになる可能性がある。このような臨床実習⽣に対し、CC-Co が⼿
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⑥SNS を使った臨床実習の広報 

佐賀県への愛着を⾼めるために、佐賀⼤学の臨床実習のブランディング、すなわち広報も
重要である。CC-Co は、Instagram や Facebook などにより、臨床実習の様⼦を広報している。
これにより、佐賀⼤学医学部の教育に対する熱意と充実度を対外的だけでなく、佐賀⼤学の
臨床実習⽣および臨床実習前の低学年の在校⽣に対してアピールする。また、⼤学教員にと
っても、各診療科の教育の様⼦を知ることができ、横のつながりの強化に寄与している。2024

年 4 ⽉ 27 ⽇現在、95 件の投稿を⾏い、フォロワーは 1028 ⼈で、臨床実習⽣の CC-Co の
Instagram アカウント認知度は約 96%である。 

 

⑦学術集会や論⽂での活動報告 

CC-Co の活動内容に関して、第 29 回⽇本病院総合診療医学会学術総会で発表し、⽇本病
院総合診療医学会に活動報告が採択された。また、医学⽣同⼠でのインフルエンザワクチン
の予防接種においては、2024 年 8 ⽉に開催される第 56 回⽇本医学教育学会⼤会で発表予定
である。 

 

【【今今後後のの⽅⽅針針】】 
現時点では、佐賀⼤学内の臨床実習の質の向上を中⼼に⾏っているが、医⾏為の充実のた

めにも外科系診療科との連携を強化する必要がある。⼤学内だけでなく、関連病院との連携
を強め、病院間での役割分担や、実症例での経験の増加を図る。また、地域医療実習のアウ
トカムの⾒直しを⾏い、より充実した地域医療実習としていく。症候と医⾏為に関する理解
度や熟練度を臨床実習後 OSCE の結果などを⽤いて評価し、改善点を⾒出す。臨床実習⽣の
プロフェッショナリズムの向上のため、臨床実習開始前から、卒業時の到達⽬標を⾔語化さ
せ、どのように臨床実習に臨むべきかを検討させる。臨床実習⽣と研修医との接点を増やし、
卒業後に佐賀県で働くイメージを抱きやすくする。これらの活動により、臨床実習背の教育
環境が充実し、佐賀県に残る研修医の増加にも寄与したいと考えている。 

－ 36 －



スキルトレーナー活動報告 
山﨑 加奈枝 
堀 恵子 

 
 ススキキルルトトレレーーナナーーのの役役割割 
スキルトレーナーとは、看護師の実務経験を有しその臨床経験を背景に、基本的診療技能を

指導・評価できるようトレーニングを受けた者である。主に、臨床実習前教育課程において医

学生へ技能訓練の指導・評価を実施している。 
 

 ススキキルルトトレレーーナナーー在在籍籍人人数数 
山﨑、堀の他に、学外スキルトレーナー13 名が在籍している。 

 
 令令和和 55 年年度度活活動動内内容容 

令和５年度は主に、医学科 1－4 年次学生の実技実習にかかわる補佐、および共用試験

OSCE の運営補助ならびにスキルスラボの物品管理などを実施した。授業科目や実習の詳細に

ついては、＜活動の詳細＞として表に記載している。 

医学科 3－4 年次学生への臨床入門第一部・第二部の実習では、担当教員の全体指導のもと

にグループ演習を実施。各グループにスキルトレーナーを配置する体制で実習を実施した。

各実習では、学生に診察手技を指導しつつ学生の質問に答えるなどしながら、実習が円滑に

進むよう実施した。また医療入門Ⅰのシミュレータ実習や医療入門Ⅱ臨床技能入門では、診

療スキルを学んでいない 1 年次および 2 年次学生に、聴診器の使用方法や血圧測定の仕方、

呼吸音などの聴診の仕方などを教えた。 

 実習以外では、スキルスラボの物品の管理、シミュレータ等の点検・管理を実施した。ス

キルスラボは、職員研修や学外講習、共用試験 OSCE などの実技試験に向けた自己学習な

ど、利用者が増加している（スキルスラボ利用の詳細については、別紙にて記載）。そのた

め、スキルスラボが幅広く活用されるよう、貸出の調整や、必要時にシミュレータのメンテ

ナンスを実施した。 

⑥SNS を使った臨床実習の広報 

佐賀県への愛着を⾼めるために、佐賀⼤学の臨床実習のブランディング、すなわち広報も
重要である。CC-Co は、Instagram や Facebook などにより、臨床実習の様⼦を広報している。
これにより、佐賀⼤学医学部の教育に対する熱意と充実度を対外的だけでなく、佐賀⼤学の
臨床実習⽣および臨床実習前の低学年の在校⽣に対してアピールする。また、⼤学教員にと
っても、各診療科の教育の様⼦を知ることができ、横のつながりの強化に寄与している。2024

年 4 ⽉ 27 ⽇現在、95 件の投稿を⾏い、フォロワーは 1028 ⼈で、臨床実習⽣の CC-Co の
Instagram アカウント認知度は約 96%である。 

 

⑦学術集会や論⽂での活動報告 

CC-Co の活動内容に関して、第 29 回⽇本病院総合診療医学会学術総会で発表し、⽇本病
院総合診療医学会に活動報告が採択された。また、医学⽣同⼠でのインフルエンザワクチン
の予防接種においては、2024 年 8 ⽉に開催される第 56 回⽇本医学教育学会⼤会で発表予定
である。 

 

【【今今後後のの⽅⽅針針】】 
現時点では、佐賀⼤学内の臨床実習の質の向上を中⼼に⾏っているが、医⾏為の充実のた

めにも外科系診療科との連携を強化する必要がある。⼤学内だけでなく、関連病院との連携
を強め、病院間での役割分担や、実症例での経験の増加を図る。また、地域医療実習のアウ
トカムの⾒直しを⾏い、より充実した地域医療実習としていく。症候と医⾏為に関する理解
度や熟練度を臨床実習後 OSCE の結果などを⽤いて評価し、改善点を⾒出す。臨床実習⽣の
プロフェッショナリズムの向上のため、臨床実習開始前から、卒業時の到達⽬標を⾔語化さ
せ、どのように臨床実習に臨むべきかを検討させる。臨床実習⽣と研修医との接点を増やし、
卒業後に佐賀県で働くイメージを抱きやすくする。これらの活動により、臨床実習背の教育
環境が充実し、佐賀県に残る研修医の増加にも寄与したいと考えている。 
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＜＜活活動動のの詳詳細細＞＞  

  

授授業業科科目目おおよよびび実実技技試試験験  対対象象学学年年  時時間間  

【【臨臨床床入入門門  第第一一部部】】    
全身状態とバイタルサイン 3 年次学生 97 名 6 時間 
ハワイ大学 PBL デモンストレーション 3 年次学生 97 名 3 時間 
腹部の診察技法 3 年次学生 97 名 6 時間 
呼吸器の診察技法 3 年次学生 97 名 6 時間 
呼吸器シミュレータ実習 3 年次学生 97 名 6 時間 
循環器の診察技法 3 年次学生 97 名 6 時間 
循環器シミュレータ実習 3 年次学生 97 名 6 時間 
医療面接技法 3 年次学生 97 名 3 時間 
医療面接実習 3 年次学生 97 名 6 時間 
mini-OSCE（実技試験） 3 年次学生 97 名 3 時間 
四肢・脊柱の診察技法 4 年次学生 98 名 6 時間 

頭頚部の診察技法（耳鏡を含む） 4 年次学生 98 名 6 時間 

神経の診察技法 4 年次学生 98 名 6 時間 

基本的臨床手技 静脈採血 4 年次学生 98 名 6 時間 

臨床入門 CBT 試験 4 年次学生 98 名 1 時間 

   

【【臨臨床床入入門門  第第二二部部】】   

基本的臨床手技（心電図および静脈採血）実習 4 年次学生 98 名 6 時間 
   

【【医医療療入入門門ⅠⅠ】】    
手洗い実習・感染予防対策 1 年次学生 103 名 3 時間 
Early Exposure Part1 車椅子実習 1 年次学生 103 名 9 時間 
Early Exposure Part2 シミュレータ実習  1 年次学生 103 名 9 時間 
    
【【医医療療入入門門ⅡⅡ】】   
Clinical Exposure 臨床技能入門 2 年次学生 111 名 6 時間 
    
【【そそのの他他】】    
臨床実習前 OSCE  4 年次学生 98 名 7 時間 

臨床実習後 OSCE 6 年次学生 101 名 10 時間 
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令和 5年度スキルスラボ利用状況報告書 

      
                   山﨑加奈枝 

堀 恵子 

 

 
令和 5 年度より「臨床実習前 OSCE」が公的化され、さらに「臨床実習後 OSCE」の公的化に

向けて、学生への安定的なトレーニング環境の提供と、実技試験の円滑な運営のための設備

の管理を行っている。令和 5 年度は、新型コロナウイルス（COVID-19）が 5 類感染症へと移

行し、授業のみならず講習会や研修会等の開催が増え、学外の利用者が増加した。また臨床

実習の学生指導のために、診療科によるスキルスラボの利用ならびにシミュレータの貸出が

増えている。 

令和元年度から 5 年間のスキルスラボ利用者推移を図 1 に示す。利用者数（のべ人数）は

昨年度より増加し、7118 人であった。新型コロナウイルス感染症の感染拡大が始まる前の令

和元年度と比較すると、利用者数は回復してきている。 

 

図 1  スキルスラボ利用者数推移 

 

＜＜活活動動のの詳詳細細＞＞  

  

授授業業科科目目おおよよびび実実技技試試験験  対対象象学学年年  時時間間  

【【臨臨床床入入門門  第第一一部部】】    
全身状態とバイタルサイン 3 年次学生 97 名 6 時間 
ハワイ大学 PBL デモンストレーション 3 年次学生 97 名 3 時間 
腹部の診察技法 3 年次学生 97 名 6 時間 
呼吸器の診察技法 3 年次学生 97 名 6 時間 
呼吸器シミュレータ実習 3 年次学生 97 名 6 時間 
循環器の診察技法 3 年次学生 97 名 6 時間 
循環器シミュレータ実習 3 年次学生 97 名 6 時間 
医療面接技法 3 年次学生 97 名 3 時間 
医療面接実習 3 年次学生 97 名 6 時間 
mini-OSCE（実技試験） 3 年次学生 97 名 3 時間 
四肢・脊柱の診察技法 4 年次学生 98 名 6 時間 

頭頚部の診察技法（耳鏡を含む） 4 年次学生 98 名 6 時間 

神経の診察技法 4 年次学生 98 名 6 時間 

基本的臨床手技 静脈採血 4 年次学生 98 名 6 時間 

臨床入門 CBT 試験 4 年次学生 98 名 1 時間 

   

【【臨臨床床入入門門  第第二二部部】】   

基本的臨床手技（心電図および静脈採血）実習 4 年次学生 98 名 6 時間 
   

【【医医療療入入門門ⅠⅠ】】    
手洗い実習・感染予防対策 1 年次学生 103 名 3 時間 
Early Exposure Part1 車椅子実習 1 年次学生 103 名 9 時間 
Early Exposure Part2 シミュレータ実習  1 年次学生 103 名 9 時間 
    
【【医医療療入入門門ⅡⅡ】】   
Clinical Exposure 臨床技能入門 2 年次学生 111 名 6 時間 
    
【【そそのの他他】】    
臨床実習前 OSCE  4 年次学生 98 名 7 時間 

臨床実習後 OSCE 6 年次学生 101 名 10 時間 
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令和 3 年度から令和 5 年度の利用者数の月別比較を図 2 に、さらに令和 5 年度のスキルス

ラボ利用者の内訳を、月別・利用者別に表 1 に示す。 

 

図 2  令和 3 年度から 5 年度の利用者数月別比較  
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表 1  令和 5 年度スキルスラボ利用者内訳 

  合計 
内        訳 

 学⽣            
学内職員 学外者 

授業 ⾃主学習 
2023 年 4 ⽉ 209 98 83 28 0 
    5 ⽉ 556 363 106 37 50 
    6 ⽉ 599 429 64 61 45 
    7 ⽉ 399 161 74 120 44 
    8 ⽉ 451 50 339 42 20 
    9 ⽉ 440 303 103 32 2 
   10 ⽉ 517 265 157 89 6 
   11 ⽉ 618 107 415 96 0 
   12 ⽉ 426 176 98 104 48 
2024 年 1 ⽉ 1854 1010 736 108 0 
    2 ⽉ 438 222 123 13 80 
    3 ⽉ 611 3 115 13 480 

合計 7118 3187 2413 743 775 
 

－ 40 －



令和 5 年度においても毎月一定数の利用があり、昨年度よりも増加傾向にある。1 月に利

用者が多いのは、臨床実習前 OSCE に向けた実習（臨床入門第二部）や自主学習する学生によ

る利用が増加するためである。また今年度は、研修会などが増えたことで学外者の利用も増

加した。学外利用状況の詳細については表 2 に示す。 

来年度も利用者が増えるようスキルスラボの各種シミュレータ・所有機器等の案内および

整備をすすめていきたい。 

 

表 2 令和 5 年度学外者利用詳細 

日程 内容 
利用者数 

担当講座等 開催場所 学

内 

学

外 

5/27 
5/28 

医⼤祭 診察⼿技体験 10 30 医⼤祭実⾏委員 学内 

5/27 医⼤祭 BLS 体験 17 20 学⽣サークル SILS 学内 

6/３  
6/４ 

ALSO（産科救急トレーニング研修） 0 25 産婦⼈科 NHO 佐賀病院 

7/17 JMECC 講習会 10 4 光学医療診療部 学内 

7/30 JCIMELS 0 40 産婦⼈科 NHO 佐賀病院 

8/6 
佐賀糖尿病療養指導⼠認定  
研修会 

10 35 
肝臓・糖尿病     
内分泌内科学 

学外 

8/26 ICLS コース 5 20 ⾼度救命救急センター 学内 

9/12 SimManALS 説明会 3 2 ⾼度救命救急センター 学内 

12/2 
12/3 

ICLS コース 5 30 ⾼度救命救急センター 学内 

12/3 JMECC 講習会 8 18 循環器内科 学内 

2/1 ⼼肺蘇⽣法講習会（佐賀県庁） 2 10 ⾼度救命救急センター 佐賀県庁 

2/9 清和⾼校への BLS 講習会 12 40 学⽣サークル SILS 清和⾼校 

2/10 ⼦どもメディカルラリー 10 30 ⾼度救命救急センター 学内 

3/3 JCIMELS 0 40 産婦⼈科 NHO 佐賀病院 

3/5 ⼼肺蘇⽣法講習会      
（佐賀県東部⼟⽊事務所） 

2 10 ⾼度救命救急センター 佐賀県東部 
⼟⽊事務所 
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3/12 
3/13 

佐賀⻄⾼校への BLS 講習会 10 280 学⽣サークル SILS 佐賀⻄⾼校 

3/13 
脳卒中前救護研修会（PLSL） 
県内各消防局救急隊員対象 

9 30 内科学講座脳神経内科 学内 

3/18 佐賀農業⾼校への BLS 講習会 7 120 学⽣サークル SILS 佐賀農業⾼校 
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        救救急急医医療療ササーーククルル「「SSIILLSS」」令令和和５５年年度度活活動動報報告告  

  

                               19211105 和⽥ 理沙 
【沿⾰と概要】 
SILS は「蘇⽣の会」という名で救急救命に関する学習活動をする団体として 2003 年に創
部されました。当初は定期的に ACLS(Advanced Cardiovascular Life Support:⼆次救命)の
学習会を⾏うことを主な活動としていましたが、2008 年の夏から、学⽣どうしで BLS(Basic 
Life Support:⼀次救命)を教え合う活動を新たに始め、学⽣間での⼼肺蘇⽣法ならびにイン
ストラクション能⼒の 向上を⽬指してきました。 2010 年の秋からは⼀般の⽅々に BLS を
普及する活動を本格的に開始しました。2010 年度より サークル名を現在の「SILS(Saga-
univ. Instructors of Life Support)」と改め、学内外での BLS 講習会を活動の軸にしつつ、他
⼤学との ACLS 学習や下級⽣の実習指導、メンバー間での勉強会 など、救急の分野にかぎ
らず、幅広い活動を継続していこうと考えています。 
【学内 BLS セミナー】   
学⽣どうしで BLS を教え合う「学内 BLS セミナー」は、年間 2~3 回開催され、昨年度まで
で 40 回以上開催しています。昨年度は 5 ⽉ 21 ⽇、10 ⽉ 8 ⽇に鍋島キャンパスで⾏い、11
名の 1~5 年⽣が参加し、SILS のメンバーになってくれました。主な対象は学内の学⽣です
が、他学部や他⼤学・医療系専⾨学校からも広く参加者を受け⼊れてきました。受講⽣は⼆
回⽬以降の参加の際はインストラクターとして指導する側にまわり、新たな受講⽣に BLS
を教え、⾃分の知識の再確認をするとともにインストラクションの⼿法を学びます。現在、
産業医科⼤学、福岡⼤学、福岡国際医療福祉⼤学、九州⼤学、久留⽶⼤学、⻑崎⼤学、熊本
⼤学、崇城⼤学、⼤分⼤学、宮崎⼤学、⿅児島⼤学、琉球⼤学などでも同様の BLS セミナ
ーが開催されています。新型コロナウイルス流⾏により中⽌されていた他⼤学との対⾯交
流ですが、佐賀⼤学の 2023 年 10 ⽉ 8 ⽇のワークショップを⽪切りに再開されました。 
【学外(⼀般向け)BLS 講習会】   
医学⽣として、⼼肺蘇⽣法や AED の使い⽅を普及することで地域貢献をしていこうという
考えから始まったのが学外 BLS 講習会です。サークルとしての正式な講習活動が始まった
のは 2010 年 10 ⽉です。昨年度は以下の５回となります。 
   ・2023 年 7 ⽉ 13 ⽇：林檎の⽊保育園 BLS 講習会     保育⼠ 20 名 
   ・2024 年 2 ⽉ 9 ⽇：佐賀清和⾼校 BLS 講習会       学⽣ 36 名 
   ・2024 年３⽉ 12 ⽇/13 ⽇：佐賀⻄⾼校 BLS 講習会   学⽣ 280 名 
   ・2024 年 3 ⽉ 18 ⽇：佐賀農業⾼校 BLS 講習会      学⽣ 120 名 

2024 年度も⼀般の⽅に BLS を教える場を設け、救急医療の普及を⾏いたいと思います。 
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【学内イベントでの BLS 講習会】   
2023 年 5 ⽉ 27 ⽇に催された第４回医⼤祭で BLS のブースを出し、イベントに参加した⾼
校⽣に BLS を教えました。 
【学⽣ ACLS ワークショップ】   
本サークルの活動の起点となったこの活動は、全国の医療系学⽣が、AHA(アメリカ⼼臓協 
会)が開催している ACLS コースをアレンジした 2 ⽇間のプログラムを通して、救命のプロ
フェッショナルとしての知識と技術を学ぶ講習会です。全国各地の⼤学で同様の活動が⾏
われており、年間およそ 10~15 回のワークショップが開催 されていますが、九州では 2008
年から「ALL 九州」として九州圏内の⼤学が持ち回りで、半年に 1 回のペースでワークシ
ョップを開催しています。（新型コロナウイルスの影響で現在は中⽌）佐賀⼤学ではこれま
でに 2008 年 3 ⽉、2008 年 9 ⽉、2010 年 9 ⽉、2012 年 3 ⽉、2014 年 3 ⽉と 5 回学⽣ワー
クショップを開催しました。その際参加した学⽣は運営・参加者・インストラクター合わせ
て学内外で 150 名ほどにのぼります。新型コロナウイルスの影響も落ち着いたため、今年
度以降、同様の ACLS を学ぶワークショップの開催を検討しております。 
【その他】 
・2024 年 3 ⽉ 24 ⽇に昨年度に引き続き、さが桜マラソン 2024 の AED 定置ボランティア
として SILS から９名が参加しました。 
・他⼤学で開催される BLS のセミナーや全国の⼤学で⾏われるワークショップにインスト
ラクターとして参加しています。2023 年は⻑崎⼤学、⼤分⼤学のワークショップにそれぞ
れ部員数名が参加しました。 
・インストラクターとして活動をするための講習会(インストラクションの技術や⼼得につ
いての)も 定期的に開催をしています。  
・SILS の運営の中⼼となる部員は AHA の BLS ヘルスケアプロバイダーの講習会を受け資
格を取っています。中にはそのさらに上のインストラクターの資格の取得を⽬指す者もお
ります。2023 年度は 4 名の部員がインストラクター資格を取得しました。 
・ICLS コースを受講し、資格を取得している部員もいます。 
・今後は、BLS・ACLS といった⼼停⽌のみを扱った勉強会だけでなく、外傷や⼩児救急、
脳卒中や⼼⾎管疾患など、幅広く救急に関する勉強会を学⽣主体でやっていきたいと考え
ています。 
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第4回医大祭　診察手技体験(@3階スキルスラボ) 活動報告　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20211086 医学科4年 三浦知大
　　　　

この度、第4回医大祭で3階スキルスラボをお借りし、中高生を対象とした診察手技体験を行い、
無事終えることができましたので、簡単ではございますがご報告させていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【目次】
1 診察手技体験の内容
2 眼底・耳の診察、アナトマージ
3 血圧測定
4 ラング・イチロー
5 さいごに

1診察手技体験の内容
診察手技体験では、眼底鏡を用いた眼底・耳の診察、アナトマージによる解剖体験、血圧測定、ラングを用
いた呼吸音の診察、イチローを用いた心音の診察を行いました。
実際には、
A眼底・耳の診察、アナトマージ
B血圧測定
Cラング、イチロー
の3つにブースを分けて、中高生にはそれぞれ30分ずつ体験してもらいました。

2眼底・耳の診察、アナトマージ

眼底診察では、血管、視神経乳頭などを観察してもらいました。
耳の診察では、鼓膜、ツチ骨などを観察してもらいました。
アナトマージでは、骨格系や循環器系など大まかな解剖を学習してもらいました。

【学内イベントでの BLS 講習会】   
2023 年 5 ⽉ 27 ⽇に催された第４回医⼤祭で BLS のブースを出し、イベントに参加した⾼
校⽣に BLS を教えました。 
【学⽣ ACLS ワークショップ】   
本サークルの活動の起点となったこの活動は、全国の医療系学⽣が、AHA(アメリカ⼼臓協 
会)が開催している ACLS コースをアレンジした 2 ⽇間のプログラムを通して、救命のプロ
フェッショナルとしての知識と技術を学ぶ講習会です。全国各地の⼤学で同様の活動が⾏
われており、年間およそ 10~15 回のワークショップが開催 されていますが、九州では 2008
年から「ALL 九州」として九州圏内の⼤学が持ち回りで、半年に 1 回のペースでワークシ
ョップを開催しています。（新型コロナウイルスの影響で現在は中⽌）佐賀⼤学ではこれま
でに 2008 年 3 ⽉、2008 年 9 ⽉、2010 年 9 ⽉、2012 年 3 ⽉、2014 年 3 ⽉と 5 回学⽣ワー
クショップを開催しました。その際参加した学⽣は運営・参加者・インストラクター合わせ
て学内外で 150 名ほどにのぼります。新型コロナウイルスの影響も落ち着いたため、今年
度以降、同様の ACLS を学ぶワークショップの開催を検討しております。 
【その他】 
・2024 年 3 ⽉ 24 ⽇に昨年度に引き続き、さが桜マラソン 2024 の AED 定置ボランティア
として SILS から９名が参加しました。 
・他⼤学で開催される BLS のセミナーや全国の⼤学で⾏われるワークショップにインスト
ラクターとして参加しています。2023 年は⻑崎⼤学、⼤分⼤学のワークショップにそれぞ
れ部員数名が参加しました。 
・インストラクターとして活動をするための講習会(インストラクションの技術や⼼得につ
いての)も 定期的に開催をしています。  
・SILS の運営の中⼼となる部員は AHA の BLS ヘルスケアプロバイダーの講習会を受け資
格を取っています。中にはそのさらに上のインストラクターの資格の取得を⽬指す者もお
ります。2023 年度は 4 名の部員がインストラクター資格を取得しました。 
・ICLS コースを受講し、資格を取得している部員もいます。 
・今後は、BLS・ACLS といった⼼停⽌のみを扱った勉強会だけでなく、外傷や⼩児救急、
脳卒中や⼼⾎管疾患など、幅広く救急に関する勉強会を学⽣主体でやっていきたいと考え
ています。 
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3 血圧測定

血圧測定では、シミュレータを用いて、脈拍、血圧を測定しました。

4 ラング・イチロー

ラングでは上・中・下肺野での正常な呼吸音、異常音を聴診してもらいました。
イチローでは、4つの弁領域での正常な心音、心雑音を聴診してもらいました。

5 さいごに
1日医療体験の応募の結果、希望者が110名で、医学に興味のある中高生が多く嬉しく思いました。
抽選を行い、福岡、佐賀、長崎から中高生30名が集まりました。
前日から、教室や器材などを準備してくださり本当にありがとうございました。

－ 46 －



令令和和５５年年度度  医医学学教教育育開開発発部部門門事事務務室室実実績績報報告告書書  
 

            担当：植田美穂・木本晶子 

 内  容 備考 

PhaseⅠ 
医療入門Ⅰ、生命倫理学、行動科学原論の講義・実習支援 

e-learning 管理 
 

PhaseⅡ 医療入門Ⅱ 講義・実習支援、e-learning 管理  

PhaseⅢ 

PBL 関連講義、PBL、CBL の学生アンケート集計・報告  

3 年次臨床入門 講義・実習支援 

ユニット CBT 運営（問題入力・試験監督補助・結果集計・報告） 

4 年次臨床入門 講義・実習支援 

mini-OSCE（3 年次）運営補助 本試・再試 

共用試験臨床実習前 OSCE 運営補助、採点結果入力、模擬患者打

ち合わせ・トレーニング補助 
本試・再試 

医師国家試験過去問を使用した CBT システムの構築   

PhaseⅣ 

5・6 年次臨床実習 学生紹介写真・評価表作成  

共用試験臨床実習後 OSCE 運営補助、模擬患者打ち合わせ・トレ

ーニング補助 
本試・再試 

模擬患者 
模擬患者グループ“のぞみ”運営（スケジュール管理・連絡・ト

レーニング・出勤簿管理・報告書作成等） 
SP 21 名 

スキルト

レーナー 

スキルトレーナー補助要員 事務手続き 
ST 13 名 

国際認証 年次報告書作成の補助  

国際交流

関連 

学生の海外派遣に関する手続き 派遣留学生 
11 名 

研究補助 検査補助、資料収集、データ入力  
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令令和和５５年年度度  模模擬擬患患者者ググルルーーププ““ののぞぞみみ””活活動動記記録録 

 

 

在籍人数 男性 4 名、女性 16 名  合計 20 名 

 

卒前教育 活動日数 29 日  のべ活動人数 284 名 

卒後教育  活動回数  0 回    のべ活動人数   0 名 

月 日 時　　間 時間数 内　　容

4 28 15:00-16:00 1 【打ち合わせ】R5年度の活動、実習等について
10 13：00-14：00 1 医療入門Ⅱ臨床技能入門（医療面接デモンストレーション）
12 13：00-15：00 2 意思決定支援１（前半グループ）

13：00-15：00 2 意思決定支援１（後半グループ）
15：00-16：00 1 【打ち合わせ】意思決定支援２

9 13:00-15:00 2 意思決定支援２（前半グループ）
11:00-12:00 1 臨床実習後OSCE課題動画撮影打ち合わせ
13:00-15:00 2 意思決定支援２（後半グループ）

7 5 10:00-12:00 2 臨床実習後OSCE課題動画撮影
10:00-11:00 1 臨床実習後OSCEシナリオ読み合わせ・質疑応答②
13:00‐14:00 1 臨床実習後OSCEシナリオ読み合わせ・質疑応答①

6 9:00‐10:00 1 臨床実習後OSCEシナリオ読み合わせ・質疑応答③
13 14:00‐15:00 1 【打ち合わせ】初歩的な医療面接

13:00-14:00 1 臨床実習後OSCEシナリオ読み合わせ・質疑応答①
14:00-15:00 1 臨床実習後OSCEシナリオ読み合わせ・質疑応答③
15:00-16:00 1 臨床実習後OSCEシナリオ読み合わせ・質疑応答②

23 8:00-11:30 3.5 臨床実習後OSCE再試験
27 13:15-15:15 2 医療入門Ⅱ初歩的な医療面接グループB
4 13:15-15:15 2 医療入門Ⅱ初歩的な医療面接グループC
11 13:15-15:15 2 医療入門Ⅱ初歩的な医療面接グループA
15 12:45-15:15 2.5 臨床入門３年次医療面接ロールプレイ（前半グループ）
17 12:45-15:15 2.5 臨床入門３年次医療面接ロールプレイ（後半グループ）

12 6 14:00-16:00 2 【打ち合わせ】４年次医療面接、臨床実習前OSCE
10 13:50-16:20 2.5 医療面接実習（Aグループ）

13:50-16:20 2.5 医療面接実習（Bグループ）
16:20-17:20 1 OSCEトレーニング（シナリオ解説・質疑応答）
13:50-16:20 2.5 医療面接実習（Cグループ）
16:20-17:20 1 OSCEトレーニング（演技練習）

31 15:00-17:30 2.5 OSCEトレーニング（評価練習・演技練習）
8:15-11:45 3.5
11:45-14:45 3

19 14:00-15:00 1 臨床実習前OSCE再試験トレーニング①
20 13:00-16:00 3 九州大学冬季拡大模擬患者研修会
28 15:00-16:00 1 臨床実習前OSCE再試験トレーニング②
1 13:30-14:30 1 臨床実習前OSCE再試験
15 13:00-16:30 3.5 模擬患者団体向け全国説明会
18 14:00-15:30 1.5 臨床実習前OSCE振り返り

10

11

9

4

15

6
16

5
26

2

3 臨床実習前OSCE本試験

1
17

24

3
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数理解析部門(教育 IR 室) 
報告書 

 





数理解析部門 令和 5 年度報告書 
 
1 活動内容 
当部門は、以下の活動を行っている。 
●医学部あるいは附属病院と連携した基礎・臨床研究の推進 
●学部及び大学院における統計学・物理学の教育・研究 
●医学教育プログラムの評価支援 
 
特に教育においては、医学における教育プログラム研究・開発事業委員会のガイドライン「準備

教育モデル・コア・カリキュラム」(平成 13 年 3 月)において答申された 4 つの大項目の２つ 
 
（１）物理現象と物質の科学  
   自然界を構成する物質と自然現象には、基本的な法則性があることを学ぶ。  
（３）情報の科学 
    情報収集と情報交換の手段として不可欠な情報リテラシーを学び､根拠に基づく 

医学を実施するために必要な統計学の基礎と具体的な方法を学ぶ。  
 
を以下の数学、物理学、情報科学の基礎を持った教員で手分けして教育している。それぞれのス

タッフの研究活動はこれらの専門性を活かしたものである。 
 
2 スタッフ 
部門長・教授 (Professor) 川口 淳 
准教授 (Associate Professor) 富永 広貴 
教務員            一ノ瀬 浩幸 
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3 活動報告 
3.1 川口 淳 

3.1.1 教育活動 
（学内担当講義） 

1. 医療統計学（医学部医学科１年） 
2. がんに関する統計の読み方（Phase III Unit 6）（医学部医学科 3 年） 
3. 保健統計学Ⅰ（医学部看護科 2 年） 
4. 保健統計学 II（医学部看護科４年） 
5. 医用統計学特論（医学研究科修士課程医科学専攻） 
6. 看護統計学演習（医学研究科修士課程看護学専攻） 
7. データ処理・解析方法（医学研究科博士課程） 
8. データサイエンス特論（医学研究科修士課程１年） 
9. 研究室配属（医療データ解析法，医療データ解析法の実装） 
 

(附属病院内教育） 
JMP セミナーe-learning コンテンツの運営 

 
（統計コンサルテーション） 

54 件（2023/4～2024/3） 
プロトコール記載方法について，サンプルサイズ計算，研究デザインについて，適切な統計 
手法の選択について，統計ソフトの使い方について，Table，Figure の作成について，論文 
への記載方法，査読者への対応支援，など 

 
（学生指導） 

研究指導（博士課程 1 名） 
統計解析指導（修士課程・博士課程 9 名） 

 
（学外講義・セミナー） 

1. 医用データ解析，離散データ解析，久留米大学大学院医学研究科 
2. 医療情報管理学演習，久留米大学大学院医学研究科 
3. 臨床統計特論，研究実施方法論，聖マリア学院大学大学院看護学研究科 
4. 医療 AI．聖マリア学院大学看護学部 
5. 数理統計学，九州大学基幹教育 
6. 医療データ分析学，京都大学医学部 
7. AI とゲノム，北海道大学 医療 AI 開発者養成プログラム 
8. 脳画像解析講義，ABiS チュートリアル 
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3.1.2 研究活動 
（原著論文） 

1. Okada, N., Yazu, H., Shimizu, E., Fukagawa, K., Nunomura, S., Saito, H., Matsumoto, 
K., Kawaguchi, A., Izuhara, K., & Fujishima, H. (2023). Biomarkers enable prediction of 
tacrolimus resistance in patients with severe allergic conjunctivitis. Allergy, 78(1). 

2. Kuhara, A., Sumi, A., Chikasue, T., Kawaguchi, A., Tanoue, S., Nagata, S., Koganemaru, 
M., Abe, T., Kashihara, M., Mitsuoka, M., et al. (2023). Utility of non-contrast-enhanced 
magnetic resonance imaging in predicting preoperative clinical stage and prognosis in 
patients with thymic epithelial tumor. Japanese Journal of Radiology, 41(3), 302–311. 

3. Nakamura, T., Sato, A., Nakashima, C., Abe, T., Iwanaga, K., Umeguchi, H., Kawaguchi, 
A., & Sueoka-Aragane, N. (2023). Absence of copy number gain of EGFR: A possible 
predictive marker of long-term response to afatinib. Cancer Science, 114(3), 1045–1055. 

4. Kurahashi, Y., Watanabe, T., Yamamoto, Y., Ureshino, H., Kamachi, K., Yoshida-Sakai, 
N., Fukuda-Kurahashi, Y., Yamashita, S., Hattori, N., Nakamura, H., et al. (2023). Dual 
targeting of aberrant DNA and histone methylation synergistically suppresses tumor cell 
growth in ATL. Blood Advances, 7(8), 1545–1559. 

5. Tanaka, S., Nakajima, D., Sakamoto, R., Oguma, T., Kawaguchi, A., Ohsumi, A., Ohata, 
K., Ueda, S., Yamagishi, H., Kayawake, H., et al. (2023). Outcome and growth of lobar 
graft after pediatric living-donor lobar lung transplantation. The Journal of Heart and 
Lung Transplantation, 42(5), 660–668. 

6. Morito, S., Kawasaki, M., Nishiyama, M., Sakumoto, T., Hashiguchi, M., Narita, T., 
Kawaguchi, A., Toda, S., & Aoki, S. (2023). Microenvironmental elements singularity 
synergistically regulate the behavior and chemosensitivity of endometrioid 
carcinoma. Human Cell, 36(3), 1147–1159. 

7. Harada, Y., Sato, A., Nishioka, A., Ogusu, S., Matsumoto, M., Sueoka, E., Kawaguchi, A., 
Kimura, S., & Sueoka-, N. (2023). Usefulness of blood biomarkers for predicting venous 
thromboembolism in japanese patients with cancer. Oncology Letters, 25(5), 1–13. 

8. Takahashi, K., Kawayama, T., Takamori, A., Tashiro, H., Kinoshita, T., Takagi, K., 
Yamasaki, K., Machida, K., Kawaguchi, A., Yatera, K., et al. (2023). Efficacy and safety 
of once-daily single-inhaler triple therapy for mild-to-moderate chronic obstructive 
pulmonary disease: A study protocol for a randomised and interventional study. BMJ 
Open Respiratory Research, 10(1), e001607. 

9. Takahashi, Y., Yamaguchi, T., Otsubo, T., Nakashima, K., Shinzato, K., Osako, R., 
Shichida, S., Kawano, Y., Fukui, A., Kawaguchi, A., et al. (2023). Histological validation 
of atrial structural remodelling in patients with atrial fibrillation. European Heart 
Journal, 44(35), 3339–3353. 
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10. Kawaguchi, A. (2023). Network-based diagnostic probability estimation from resting-
state functional magnetic resonance imaging. Mathematical Biosciences and 
Engineering, 20(10), 17702–17725. 

11. Ureshino, H., Takahashi, N., Ikezoe, T., Takamori, A., Kawaguchi, A., Ichinohe, T., & 
Kimura, S. (2023). Lower-initiating dose of bosutinib for resistant or intolerant to prior 
therapy chronic myeloid leukemia patients (BOGI trial): A single-arm, multicenter, 
phase II trial. Blood, 142, 3179. 

12. Okamoto, M., Fujimoto, K., Johkoh, T., Kawaguchi, A., Mukae, H., Sakamoto, N., Ogura, 
T., Ikeda, S., Kondoh, Y., Yamano, Y., et al. (2023). A prospective cohort study of 
periostin as a serum biomarker in patients with idiopathic pulmonary fibrosis treated 
with nintedanib. Scientific Reports, 13(1), 22977. 

13. Kitagawa, H., Manabe, T., Yamada, Y., Sato, H., Takesue, S., Hiraki, M., Kawaguchi, A., 
Sakaguchi, Y., & Noshiro, H. (2023). A prospective randomized study of multimodal 
analgesia combined with single injection transversus abdominis plane block versus 
epidural analgesia against postoperative pain after laparoscopic colon cancer 
surgery. International Journal of Colorectal Disease, 39(1), 12. 

 

（発表・講演） 
1. 川口淳, 石丸悠子, 高尾結佳, 大迫亮介．脳画像 AI 解析における信頼性． 2023 年度人工知能 

学会全国大会（第 37 回）．2023 年 6 月 8 日 
2. 川口淳，高守史子． 佐賀大学における臨床研究支援． 統計数理研究所 医療健康データ科 

学研究センターシンポジウム．2023 年 6 月 29 日 
3. 川口淳．臨床研究における順序変数の解析．日本ペインクリニック学会第 57 回学術集会． 

2023 年 7 月 13 日 
 
（外部資金） 
代表研究者 
1. 基盤研究(C)，機能的脳画像解析のための多層マルチブロックスコアリング法の開発 
 
分担研究者 
1.  免疫アレルギー疾患実用化研究事業，ペリオスチン/αVβ3 インテグリン経路を標的とした 

アトピー性皮膚炎の新規治療薬の開発 
2. 基盤研究(C)，膠原病関連間質性肺炎の表現型と自己抗体発現における関連性評価と進行性 

予測 
3. 基盤研究(C)，Adversarial Example を用いた新しい緑内障性眼底変化の特徴の発見 
4. 基盤研究(C)，小児有熱性けいれん重積のなかでのけいれん重積型急性脳症発症予測 
5. 基盤研究(C)，外傷患者のせん妄予測モデル構築と長期認知機能解明 
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6. 戦略的創造研究推進事業（CREST）「信頼される AI システムを支える基盤技術」領域，AI 
駆動仮説の静的・動的信頼性保証と医療への展開 

7. 難治性疾患等実用化研究事業 移植医療技術開発研究事業，HLA エピトープ多型に基づく 
臓器移植のテーラーメイド医療開発に資する研究 

8. 基盤研究(B)，脳リンパ腫のゲノム・メタボローム情報を基盤とした個別化分子標的療法 
の開発研究 

9. 基盤研究(B)，生存時間解析の新たな展開：がん免疫療法における統計的方法論の構築と 
その実践 

10. 基盤研究(C)，反復性経頭蓋磁気刺激による治療抵抗性うつ病の治療メカニズムの探索 
11. 基盤研究(C)，新規育児不安尺度の開発ー出産施設退院時の母親の育児不安に着目してー 
 

3.1.3 その他の活動 
（学内業務） 

臨床研究センター運営委員，病院広報委員会，CSIRT，フェーズ 1 主任，1 年生チュー 
ター主任 
副医学部長，医学部附属先端医学研究推進支援センター研究支援部門長， 
学生委員会，研究費不正防止計画推進委員会，教育コーディネーター，医学域会議， 
医学系会議，総務委員会，教育委員会，研究科運営委員会，数理・データサイエンス教 
育推進室会議， 

（学会・社会活動） 
日本計量生物学会理事，評議委員，計量生物学会・企画委員長， 
Associate Editor of Japanese Journal of Statistics and Data Science 
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3.2 富永 広貴 
  3.2.1 教育活動  
（講義など） 

1. 物理学 医学科 1 年  
2. 物理学実験 医学科 1 年  
3. ユニット 12  PBL チューター 医学科 4 年  
4. 医用情報処理特論（大学院・医学修士課程）  
5. データサイエンス特論（大学院・修士課程）  
6. データ処理・解析法（大学院・医学博士課程） 履修希望者  
7. 創成科学 PBL 特論（大学院・修士課程）  
8. 医学科選択コース（研究室配属）  

  
A.講義（富永）  
・自然科学の基礎である物理学を通して人類が自然をどのように理解してきたのか，自然現 

 象は数学でどのように表現されるのかなど，自然科学的な視点を身につけてニセ科学・ニ 

セ医学に騙されない素養を持ってもらうことを目的の一つとして講義を行っている。2023 
年度からは，更に，医学教育コアカリキュラムの改訂に従い，カリキュラムの大幅変更が 

実施されたのを機に，COVID19 禍の中オンデマンド型授業の為に作成したビデオを予習 

教材として使用し，最先端の医学と関連する物理をActive Learningを援用して講義した。 

教育効果はすぐにわかるようなものではないが，アンケートでは有益であったという意見 

も多くみられた。  
  

B.物理学実験（富永，一ノ瀬）  
  平成 17 年度以降 1 学年を A，B 2 つのクラスに分け，他の講座の実習と 1 日交代で，以下 

の 2 つの実験テーマで実施している。  
(1)単振り子による重力加速度の測定  

単振り子の振動周期を測定することで，佐賀大学医学部での重力加速度を測定する。簡単 

な機材のみを使っても，丁寧な実験をすることで相対誤差 1％以内という高い精度で測定 

ができることを実際に体験させる。また単に重力加速度を測定することが目的ではなく， 

実習を通じて基本的な測定器の使い方，データの取り方・まとめ方，有効数字，誤差評価， 

レポートのまとめ方といった，実験全般に通じる基本的な事柄を習得させることを目的と 

している。  
(2)電気・電子回路の実験  

令和元年度からは,心電,筋電,指尖容積脈波など生体の時系列信号を測定できるセンサー 

と,その信号を AD 変換する装置を介して各自の PC に取り込む実験システムを独自に開 

発し導入した。医療分野においても多数見られる様々な電気・電子機器に対する理解を深 

めることを目的としている。  
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 3.2.2 研究活動 
（原著論文）  

1.  富永広貴,メキシカンハット型ポテンシャルを加振した系におけるカオス拡散の発生機構, 

信学技報, vol.123,no.354,NLP2023-95,pp.62-65 
2. 富永広貴,加振されたボルトに取り付けられたナットの運動：ナットの回転方向を決める機構,  

信学技報,vol.123,no.354,NLP2023-103,pp.94-97 
  
（学会発表） 

1. 一ノ瀬 浩幸, 富永 広貴, マイコンを用いた COVID19 対策下での医学部物理実習における 

生体信号測定課題の実践と教育効果, 第 55 回日本医学教育学会大会, 2023,7,28-29 
2. 富永 広貴, 一ノ瀬 浩幸, オンデマンド型物理講義の実践と教育効果 II, 第 55 回日本医学 

教育学会大会, 2023,7,28-29 
3. 富永広貴, マイコンボードを用いた電子回路実習：計測 Program の開発, 第 129 回日本 

物理学会九州支部例会, 2023,12,2 
4. 一ノ瀬 浩幸, 富永 広貴, Raspberry Pi Pico を用いた医学部物理実習における生体時系列 

信号測定課題の実践と効果, 第 129 回日本物理学会九州支部例会, 2023,12,2 
5. 富永広貴,メキシカンハット型ポテンシャルを加振した系におけるカオス拡散の発生機 

構,2024,1,24,電子情報通信学会 非線形問題研究会（NLP）  
6. 富永広貴,加振されたボルトに取り付けられたナットの運動：ナットの回転方向を決める機構, 

2024,1,25,電子情報通信学会 非線形問題研究会（NLP）  
7. 一ノ瀬浩幸, 富永広貴, 医学科初年度学生に対する力と運動についての概念調査および科学 

的推論力調査 III, 日本物理学会 2024 年春季大会, 2024,3,19 
8. 富永広貴, マイコンボードを用いた生体時系列測定実習で使用する Program 開発, 日本物理 

学会 2024 年春季大会, 2024,3,20 
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日本物理学会2024年春季大会発表原稿: 
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（外部資金） 

1. 2019- :基盤研究(C)(代表者) 「指尖容積脈波による無酸素性代謝閾値の非侵襲的検出法」 
 
3.2.3 その他の活動 
（学内支援業務） 
・CBT（Computer Based Test）実施支援（富永,一ノ瀬）  

 医学教育支援業務として，当部門の富永は，医学部共用試験 CBT のサイトマネージャとして，

一ノ瀬はサブサイトマネージャーとして，試験実施のためのコンピュータシステムの準備，試験

実施時のシステムの管理及びトラブル対処，試験後のデータの抽出及び共用試験実施機構へのデ

ータ送付を担当している。昨年度発生したアンケートブロックにおいて試験端末 Program が異

常終了するというトラブル対応に教養試験実施機構から調査に来訪してもらい無事トラブル原

因を排除することができたかに思われたが，この不具合は今年度も発生してしまった。予め対処

方法を学生にも伝えておいた為，試験は無事実施することができた。コンピュータシステム管理

業者と CBT の開発元である実施機構とのスムーズな橋渡しのためには，大学のシステムを熟知

している当部門の存在意義は大きい。  
  

（組織運営活動） 
1. 全学入試関連委員会（3 委員会）他に専門領域教員がいないため，10 年以上一人で担当  
2. 海洋エネルギー研究センター運営委員 
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3.3 一ノ瀬 浩幸（教務員） 

 3.3.1   教育活動支援 
 (講義など) 

1．医学科 1 年 物理学 アシスタント 

2．医学科 1 年 基礎科学系実習・物理学実験 指導 

3．創成科学 PBL 特論（大学院・修士課程,富永）アシスタント 

4．医学科選択コース（富永研究室配属）アシスタント 

 

3.3.2 研究活動 

(学会発表) 

1．一ノ瀬浩幸，富永広貴：「マイコンを用いた COVID19 対策下での医学部物理実習におけ

る生体信号測定課題の実践と教育効果」第 55 回日本医学教育学会大会，2023.07.28，出

島メッセ長崎，第 55 回日本医学教育学会大会予稿集，258 頁. 

2．一ノ瀬浩幸，富永広貴：「Raspberry Pi Pico を用いた医学部物理実習における生体時系

列信号測定課題の実践と効果」日本物理学会九州支部例会，2023.12.02，長崎大学 

3．一ノ瀬浩幸，富永広貴：「医学科初年度学生に対する力と運動についての概念調査および

科学的推論力調査 III」，日本物理学会 2024 年春季大会(物性)(オンライン開催)，

2024,3,18~21, 日本物理学会2024年春季大会概要集，1993 頁. 

 

3.3.3  学内支援業務 

・CBT（Computer Based Test）実施支援（富永,一ノ瀬） 

医学教育の支援業務として，医学部共用試験の一部である CBT のサブサイトマネージャを

担当した．特にシステム上のトラブルはなく，無事試験を終了させた． 
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日本医学教育学会大会発表原稿 
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日本物理学会九州支部例会発表原稿 
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